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を
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総
持
怒
れ
て
い
る
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た
は
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外
山
開
人
経
品
川
附
胤
訟
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
‘
…
人
一
闘
に
間
協
り
援
対
で
さ
ま

印
鑑
の
島
足
掛
却
と
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明
の
方
法
が
、
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れ
ま
で
と
変
わ
り
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鐙
登
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印
鑑
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驚
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を
し
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に
拡
寸
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切
鐙
登
録
緩
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を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
間
叩
鐙
愛
祭

設
を
持
参
す
れ
ば
、
登
録
向
叩
繰
錨
〈
智
内
印
〉
を
悼
持
参
す
る
必
一
嬰
も
な
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印
鐙
登
録
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間
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を
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を
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す
る
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ま
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州
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刊
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録
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印
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登
録
を
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れ
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ま
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捕
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録
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説
に
必
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ま
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け
て
い
る
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で
あ
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れ
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仁
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械
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緩

め
事
現
を
表
わ
し
て
い
る
も
的
ゅ
に
な
り
ま
す
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判
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司
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よ
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よ
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札
前
n
あ
U
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を
符
て
γ

付
与
う
と
、
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市
岡
山
と
内
対
括

協
会
加
が
十
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百
か
ら
い
汀
れ
ま
す
ね
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な
さ
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が
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怒
J

て
い
る
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え
て
い
る
こ
と
令
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せ
く

だ
き
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間
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検
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。
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齢
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験
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と
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つ
い
い
然
管
さ
れ
た
方
が
安
人
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で
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ず
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ら
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場
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め
各
党
所
で
も
景
品
川
印
般
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切
品
背
中
総
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万
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登
持
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を
紛
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し
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人
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っ
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山
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印
鑑
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い
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漆
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し
て
〈
だ
き
と
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で
き
ま
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命
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印
鑑
登
日
開
泣
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交
付
し
ま
す
が
、
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い
。
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場
合
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ま
ま
で
的
登
録
を
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旨
を
絞
寸
る
汲
泌
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必
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な
り
占
す
。
所
で
は
後
間
関
緩
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印
抑
制
淡
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楽
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し
て
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印
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。
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付
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双
山
千
九
m
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一
学
緩
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で
約
一
年
間
聞
に
姿
蒸
し
て
い
る
方
戸
つ
い
て
は
、
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時
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岬

時
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付

時

、
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録
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委
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的
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広

域

(

別

ぎ

を

本
人
か
議
挫
長
持
す
る
郎
事
rr添
え
本
人
が
且
品
川
岬
申
請
に
来
て
、
決
め
い
織
を
交
付
し
ま
す
a

緩
め
ま
し
た
の
で
、
所
付
制
デ
ゑ
混
所
で

て
市
役
uNf(
本
在
、
ま
た
は
、
支
ず
れ
か
め
香
西
主
徳
一
部
し
、
そ
め
場
で
現
在
登
録
し
て
い
る
手
械
器
一
す
る
よ
う
お
弱
い
し
ま
て

所
へ
申
議
し
て
〈
だ
お
い
。
本
人
で
あ
る
こ
と
内
総
泌
が
で
色
作
品
吋
方
へ
、
お
願
い
滋
我
孫
子
笠
前
お
よ
が
烹
混
合
統
行
政
ゐ

病
気
、
そ
内
線
ゃ
れ
ね
を
畑
町
な
い
滅
的
合
に
は
、
文
書
円
い
よ
る
閉
会
ゃ
い
品
翁
暗
し
こ
れ
ま
で
州
説
明
し
て
牝
探
求
し
た
よ
う
連
絡
所
で
は
、
切
待
申
鵠
や
経
外
中
裁

で
、
肉
口
ら
議
悶
に
楽
ら
れ
な
い
場
合
は
、
て
、
複
勾
に
印
後
絞
終
し
、
印
師
同
議
日
刊
に
寸
印
絞
殺
銭
淡
い
と
い
う
制
度
は
、
を
受
付
け
ま
せ
ん
め
で
協
議
し
て
く
だ

代
理
人
に
よ
っ
て
卒
論
す
る
こ
と
も
で
証
を
お
液
し
し
ま
す
a

院
来
と
ぬ
較
し
て
印
鑑
登
録
と
印
鑑
き
い
会

懇

談

?

み

季

、

重

室

長

ω家
警
ど
の
且
強
行
し
た
免
許
証
、
詩
的
争
警
に
つ
い
て
極
的
て
寵
徳
氏
幾
か
ら
の

す
る
務
剣
山
代
理
人
選
任
湿
な
ど
)
が
許
可
紙
も
し
〈
は
、
身
分
悲
鳴
緩
ま
れ
日
な
も
仰
に
な
り
宰
て
そ
の
た
め
必
数
お
被
い
と

H
遂

と
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り
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て
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妥

四

押

印
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円

切

替

申

緩

い

が

あ

る

注

意

H

H

認
災
が
砧
寸
き
札
、
か
つ
ほ
即
応
し
ヅ
レ
こ
と
を
ご
理
解
〈
ど
さ
い
“
@
印
織
笠
日
時
申
請
や
登
持
印
綴
丹
悌
帥
材

交

番

に
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る

照

会
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ス
な
ど
に
よ
る
統
印
さ
め
る
も
的
、
ま
一
印
銭
登
録
吋
紘
一
申
請
は
、
大
切
な
チ
絞
主
主
本
人

印
鑑
室
諸
君
怒
れ
て
も
、
本
た
は
、
写
楽
喜
時
加
γ
ふ

し

て

あ

る

も

一

亡

失

綴

一

が

自

ら

窓

口

に

お

い

で

〈

だ

き

い

。

人
的
窓
患
が
隊
総
で
弘
円
い
な
汁
れ
ば
、
印
の
n

向
印
鐙
偽
札
札
結
釘
純
金
仇
問
先
し
た
と
き
は
、
@
設
公
務
な
ど
徐
行
的
許
可
鋭
、
身
分

総
致
M
M
W
献
は
交
付
い
た
し
ま
せ
ん
。
@
本
ぃ
取
に
お
い
て
、
す
で
に
印
鑑
登
遊
ち
に
出
問
中
総
出
掛
常
総
説
亡
失
崎
容
に
よ
り
絞
明
綴
〈
移
減
数
品
川
か
つ
割
印
な
ど
の

駅
南
角
み
そ
俄
認
す
る
た
め
に
親
会
務
者
対
合
佼
け
と
μ
る
者
炉
、
そ
の
ま
紋
印
申
除
し
て
く
だ
さ
い
a

代
理
人
的
場
合
あ
る
も
の
}
的
持
参
翌
々
は
、
窓
口
で

本
人
宛
に
郎
議
し
ま
す
の
で
、
組
答
議
践
を
押
印
し
て
受
録
申
務
者
が
本
人
は
は
、
鈴
径
約
設
を
一
註
す
る
縫
恋
が
川
崎
後
サ
ぐ
本
人
的
感
認
が
で
き
ま
す
の
で
、

僚
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
怒
印
と
と
総
過
な
い
ニ
と
や
き
闘
で
線
終
し
た
的
で
す
。
必
載
な
時
に
印
鑑
交
日
開
寸
る
こ
と
が
事

ち
に
本
人
い
か
持
央
r
じ

て

く

だ

冬

い

砂

州

側

印

鑑

登

録

縫

開

明

後

一

印

鑑

登

録

一

発

的

止

ケ

り

も

良

い

と

総

わ

れ

ま

す

伊

豆
芝
山
引
主
管
一
え
は
向
山
総
殺
泌
総
合
会
。
交
付
の
手
絞
き
一
廃
止
出
市
時
間
一
@
士
丹
、
十
…
月
お
よ
か
や
ぶ
叩
詩
句
月

一
慌
し
し
ま
?
。
印
滋
登
録
統
制
鈴
交
付
申
械
設
に
必
閉
山
部
地
登
録
を
際
此
十
ゐ
場
令
官
ま
た
羅
臼
は
窓
口
が
火
山
品
川
蹴
殺
し
、
持
時
間
例

代
磯
人
が
総
務
協
を
持
事
す
る
場
介
嵯
な
事
淡
後
続
・
氏
名
・
生
年
月
日
は
も
淡
路
郎
総
合
扮
炎
し
た
と
き
は
、
ぶ
V

緩
く
な
っ
噌
W

波
紋
を
お
か
け
し
ま
す

に
は
惨
殺
絞
め
震
を
廷
す
る
準
認
と
代
な
ど
山
を
殺
人
し
山
川
銭
授
持
村
証
を
ポ
印
…
滋
絞
um後
生
噺
務
怒
に
よ
り
申
請
し
め
で
、
す
ぐ
い
印
鑑
登
録
証
明
欝
が
必

開
明
人
的
総
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
巧
え
て
山
中
叶
酬
し
て
く
だ
き
い
白
で
く
だ
さ
い
w

代
問
視
人
の
場
合
は
位
耕
民
側
慌
で
な
い
お
は
ち
な
る
べ
く
こ
れ
以
外

な
お
、
回
答
惑
は
、
照
会
め
設
か
ら
印
鑑
登
持
誌
の
提
示
が
な
い
場
合
心
的
防
字
紙
す
る
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し
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た
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ち
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か
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や
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般
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熱
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。
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司
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。
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司
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翠
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叫
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÷
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仁
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玲
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吋
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鎖
…
は
次
的
正
お
れ
ソ
で
す
。

V
日

時

卜

月

二

十

五
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た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
お
ん
に

よ
る
発
表
や
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
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落

湾
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エ
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。

(4) 特集・市民会露オープン

よる行楽

ふるさと会 @古伊はやし速や

1 )レハーモニュ-1奇抜芸員館 @在宅孫子奈良介!
@第4小学校器楽総 @岳山中学校吹奏楽総 l 

号金

事高 l喜s式典・議寺2毒事こけらおとし

しf護

。クラッシックのタベ砂括主事コニリアウ・イ

8本ブイルハーモニー交饗互接関バイオ 1)ン 然

的関 @ウょにーパー「露軍弾の約手序曲 JIIIチャイコブ

Fパイオ J)ン協奏強JCIドボルザ…ク「事Iiilt雰J

引火)

チャイコブスキー「

ノ…チェ eクパーナ蕃今E号ミF

ャックスとフレ…べJv合評品開

市艶芸能鱗{邦楽・洋楽・努1録)

ども名作劇場と映閉会'

eまんが校総

三三遊Z手数文
ミ三遊亭符楽

ミミ遣を喜多肉離;

市提芸能祭(民総象民事撃)

。落語名人会。

③仕}

2控室

G誤認〕

11汚131'1葵ひろ子
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※告自と8自は、安全点検のtとめホールでの催し物



譲事 lJ 

大ホーJレ

IL伊i亡二二了…A席
議その他l孟B席

入場券発売所 口1OF.ll0尽から苦告発=

@複本審議 @やま?袋~

ヰ;要T2-2巧20 fi (82)泌総 緑l←1←4 まま (82) 合251

著書lj!賀妻鹿 @石川春う託金(:競泳台第}

ヌド百12+6 まま (82) 1408 潟;友会1-1-17 fi (88) 2863 

.~t肉ひらが重tr.き @ブヲタス・スズキ

我孫子22き1 fi (83) 3246 っくし野85-12 ままはり 2338

電量荒弁護~r.き @十一燦

柴崎66ふ7 f歪(84)1331 布役281016 fi (89) 3525 

⑧森問屋 @大和署tr.き

布!主2387 まま (89) 2905 5主主奇449-l75 まま (82) 4061 

号事政2客獲~ 重量教育委員会社会数軍事繋

本百12+6 合体2)0721 曜韓中央公畏銭 まま (82) 0515 

@河内緩饗庭 毒事つくし努支所 fi (84) 8801 

1¥i佐2378 fi (89) 2936 @望書~t 'tP再 fi (88) 2111 

重量弱務堂 著書灘北会'tPJi まま {車場)0828 

若松152【8 鐙 (83)2885 翁布佐支所 まま (89) 2358 

著書1尊女蛍(湖北'ét~)

湖北台7-58-102 fi (88) 0803 

市民 内密

※お願い 駐車場が大変混雑いたしますので、
おEちでめご来場はご遠慮ください。

iお問い合せは数腎護員会社会戦育課へ
fi' 85 -1 1 1 1 内練230・231-232

(5) 

F号楽 llA 6 a p'l華文



若
返
女
f
a
x
w

制

あ

な

た

の

や

さ

し

さ

を

V
ル

ー

ル

臼

本

パ

レ

j

ボ

l

ん

協

会

;

掛
鋒
・
聖
代
、
プ
M
1
l
i
!

日

本

山

護

婦

人

パ

レ

キ

!

ル

誌

が

別

協

三

/
i

主

し

た

ル

ー

ル

赤

い

羽

根

「

共

同

募

金

運

動

L

V
紋
合
カ
法
e
T
1
サ
メ
ン
ト
ド
打
点
に

よる一一
γ
セ
γ
?
?
F
チ
今
年
ら
お
い
判
例
出
問
先
M
h
砂
金
が
十
H
H
力
を
だ
び
か
け
る
三
ど
い
い
主
一
っ
て
い
ま

マ
帯
加
終
一
一
納
付
一
一
r
m
門
{
試
A
u
b
芳
二
日
か
h
i
4
A
付
円
的
伝
ぷ
助
け
か
い
ま
い
争
匂

υ山
村

ち

三

で

ん

仁

川

的

に

い

汀

わ

れ

ま

ナ

ま

れ

J

…
パ
ド
山
判
い
い
は
什
史
誌
・
町
内
会

マ
申
込
み

W
刊
紙
総
え
に
よ
り
終
日
開
f
ニ
め
巡
動
は
、
お
付
い
の
続
け
た
い
ド
M
-
K
M
以
内
打
た
九
が
、
他
行
さ
ん
の
お

よ
巾
パ
レ
?
ポ
;
ル
山
品
川
叫
ま
と
、
川
市
4
j
仙
神
に
r
ゆ
っ
て
、
山
ま
れ
な
い
人
た
み
り
じ
を
d
閉
し
‘
協
力
を
お
側
い
す
ゐ
ニ

リ

ト

ド

れ

H

め

糸

川

向

上

を

は

か

る

主

y

w

m

w

融

制

的

そ

に

な

っ

て

い

ま

す

法

へ

告

全

的

泌

句
、
申
込
柴
代
吋
f
市
北
必
f
一
ず
二
れ
別
に
υ
む
務
弘
代
金
ふ
~
臨
め
る
も
の
で
す
仰
は
地
ド
的
見
守
吾
川
小
川
ト
勾
か
打
戦
い

凶
川
和
制
収
間
八
川
円
ゐ
…
二
J
t
f
広
む
シ
〆
ボ
ル
的
中
い
制
限
は
、
対
，
f
一
に
3
か
が
い
ま
ナ

?
一
同
け
に
じ
チ
ー
ム
川
叫
し
ー
し
か
点
ん
か
加
と
き
は
お
行
い
に
助
け
介
い
な
か
ん
川
苧
は
、
内
山
九
日
M
間
人

υ
川門的

山
口
ふ

H
J
V
ゆ
か
よ
肌
司
会
内
中
止
に
な
り
ま
円
ん
よ
い
地
同
行
会
を
つ
く
ろ
っ
L
い
明
軌
を
お
う
れ
l
一
け
や
や
み
け

役

j

J

ボ

一

づ

〆

テ

ィ

ア

的

、

ー

や

す

火

し

ん

も

の

へ

H

い

年

令

川

M

M

心

針

い

々

、

川

一

川

と

年

1

i

l

i

i

i

i

i

l

i

i

J

F

下

寸
j

一

ザ

寸

ら

り

ま

し

た

川
口
一

ι

卓
球
市
民
大
会
一

1

け

一

日

に

は

ま

4
・

f
ろ
f
U
1
2
5
4
¥
去
を
ま

わ
「
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
し
れ
以
川
北
次
e
釘
砂
町
駅
て
川
治
的

h

が
符
ん
れ
る
主
で
一
一
陥
h
r
z
お
側
い

げ
す
日
時
L
j
H
日
一
一
i
H
P
μ
-
午
前
主
的
打
と
市
…
N
Uが
、
怖
さ
ん
円
土
附
附
い
た
し
ま
'

ば
パ
叫
…
二
ト
分
取
介
、
b
地
時
試
作
開
始

h

v
金
場
空
中
学
肢
体
行
館

動

w
v
機
闘
一
位
明
弘
、
中
、
下
水
場
女

蛾
(
シ
ノ
ク
ル
ス
の
み
一

繭
曹
マ
歩
調
胸
間
一
日
前
一
一
れ
問
、
中
学
生
日
H

二

p
リ
~
七

v

i

I

守
口

1

a

-

パ
レ

i
ボ
i
ル
一
戸

国

v
場
際
日
夕
火
災
小
出
i
総
へ
H
ク
ヴ
/
一

e

一
w
v
申
込
先
我
孫
子
市
湖
花
山
H
七
7
8

上

不

一

話

発

た

役

一

「
l
i
l
-
-
i
i
l
l
i
i
l
l
i
し
十
一
よ
一
一
心
一
、
百
八
八
山

-
d問問

マ

議

然

災

守

器

時

十

バ

二

十

一

日

ロ

〈

刊

一

午

前

掛

川

口

凡

公

綾

八
時
三
十
九
万
築
合
w
v
鯖
明
り
十
月
・
八
H
N
M
策
的
ニ
と

制
V
4
惜
柵
噛
明
開
札
小
川
Z
代
体
育
柑
附
リ
内
仇
絞
殺
の
つ
ご
や
フ
ト
ム
、
議
設
で
山
申
込
ん

V
輔
盟
自
動
芝
W
T垣
婦
人
九
人
制
刷
@
p
?
で
く
だ
さ
い
a

定
議
川
河
川
刊
け
は
し
ま
せ

A
九
人
制
制
(
男
チ
一
一
れ
を
必
ず
入
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台
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台
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叶
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ボ
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ら
れ
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績を持参し夜空苦心理護者...癒募方

法 選控室譲事11!ll1こ長野重要事療を急記入

守護ります。

用いソヅ戸マットレス

じコ 1(シンブ11--)*ジヅげヅ
001 ミシン*冷議案空襲*きち行
文玄i器*ごlンどでうッて}*祭

実iダンス
1 .g絞ってく絞さい。

コi時然相科辞典*子il例文学金集呼供問
|紛華皇室事*添田)11'ク*

大人F司8害毒事

い主要箔!立花幸三警護主導機さ主

活係へ宮内線50o

問ヨ(金〉までのとF長持主主総

キ後4&寺〈土陸自は正午さま主?弘主主
主号、手術総務部入学課へ関係綴主義者ま

隊著書し去三者1;:照り主受付けを衣替。

傍受霊童手緩 ー空襲際的辺悶紙i主我

を話〈畿自員数百フ詩E分を会む〉

毒事ffi言語霞法(I\i'3~043査手法f章第10 1事壌を分で記入し、本人め警察録
。号〉祭17幾重義守閣の鋭定により、 1 (ごライ文}綴)2築(鼠近61:才均以内

我孫子事務総務三七i事E主画整理促主主 11こj議縫いたものを、聖堂験時子二主義撃治

IS段の決絞め雲量殺次のとおり縦関

いだしをまけ。

e警護軍調 土地区画整環i定議室主要究

畿各概 数孫子青山士JiIl長霊童謡警護霊童

i話芸室長霊祭

命在Z霊霊 我孫子「日鰭W号本仰憾の全
部。字密主主、室詮下、際空襲機、東雲

叡、大3君、中華警護芝、然回、東台の

百 部。務W稔 1 正当の←密。

@醤留軍総20:1a

...綴堅議員耳閥 10)'ミ28tJ'ら10.1'ヨ15

が軽量豊華街閤 午苦t8H毒3D長

惨禦駿申込警察3<1せF韓関旬開1Eヨ
から46 ...受信E襲撃章 10i=l126 <'>干4審鈴i系人絵、機関の縦路間関

・138 ...鴎留会包喜善 10'専務 満了のBまで{久泌総と母建言されだ

認市吾llli醤の喜寝i之ついと、 ffil2:意気

蓄を擬似することtFCざま号。

から竹喜寺 実反午後H事おら4&寺
予言語習会とき霊草案会主務 鈎:工会館

傍受験科 5謀総.砂き豊後資信 F路線幾重量鐙て，1;<11月の燃自認に$¥o
翼飯技術哲ぎ〈絞めぞききまのオつ!こ

該当買する議〉令書室等学校まだはこ

れと問題専li1Jの学校在終了し、
ま若手よと泣く幾工事1こ従事し主主議長警

絞っておFl2εだらコツヒゴユ匂タ
とよるIl'il喜1湾総数紫綬，"L<務帯。

このお問機主主総長発総務室君と移 炉総B 111'ヨ198 ...場所

数図書館態そよかげこ共姦して

主主主、 1凶にT人をう再喜普で?を翁

りることZプで慾遣ます。

惨3<1哲参事高官 公民館図言雪窒ガを
よmぎをきの綴りfごある図蜜利問期
込長撃に雲度査室長三o径主表、民主昔、震接言語 炉受信 治時38から5臼 ...罪悪
意誌をきな言記入していえま2さければ、そ い合せ災院本績予防係官84-01

日〕憾で利F自主苦を交i甘い主主表完'0
邸E高時t家族どなごもで浅草食言九

続完三密芸施設兵器費鮫j燃 をまとめて申E毒してく夜祭C¥0 t，主お1

要事i悲しぎし芝o Eヨ静W夜、総務 コンビコータ“じよる演出しは¥

ctl紋どの不弱震の事部計ごよるi錆喜容を 11Fヨからです。 10問中1立今までど
繍てんし宮室主主緩言語o交えとなる帯j うりの奪還wしヌヨ法ーとす。
後です...It>~い官書士宮 公芸誌室宣言星雲議官日7-

砂共衰の対重量 フツニミチック〈ど 3811 
二ーん、漁民主縦約総〉ハウスとえゴ

務芝護度調態施設、だん

2I<1l語数、主義祭器主主量怠どの問機総選章。 砂織B 'ID月匁日午後11絡がそう3

官官長QP9"('草書語きされる野菜、'/Eさき主主 総 ...t君涜 太露関神戸線行我孫子
どの撃選作物。 砂共済宣言畿のW警察 主主密会議室 歩テーマ r生命系

餓水軍曹、童書苧、ひょう怒必ど気喜患 の危織 選織と務整 ...講的

ぷoW窪。火)，.I.<oU遺書裂。主義銭。貯1 繍輿礼子dちん 〈活工課〉

空室殺のき霊潜む販機立議議事型。警警警警告。/'"一 、

環室主害。 被鍛i淡の語学総i攻、重軽警察

業手主翌雪毒患をきヘ蹴0471-53-3133

〈農政機〉

都民間祭人

長召粉52王手6湾に発王室、議官室約55

さるの主主簡がいぎす。入殺事務議長り天王

!品、下記へ申し込んでぐ主ざおし」

...遼絡先機本i正行間84-8632

不動

..88寺 10月126(壷〉
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e場喜青 flj主主持号機院総主主祭

翠動です。 砂草書関 10.附竹巳ガ

ら208 1>重量一点霊童綴 'なしい日

締りのま強行・絞殺燃が滋刀して防

;g体制j・関車道盤整;さも究書禁運5る主主臨む

〈宣言全起き葬祭〉
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@場所 「町民緩急去さ整
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害警木鐙主君
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恒地4認さ強唾主コ
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f手:三・ 17日 傍受駿

塁塁fせ 101'ヨ8白から本書室L繁華議

議員主力毒害対議会慨047245-1201

砂悶い合t主 務仁義撃鴇P'l¥翠505

きオ警護器禁ω機際機王室を重量〈縫j者寸
るだめ議十室謹記長で年1 震の主主翼~I議選議

後行ううこと!となっていき喪章。

続完毒、 学校なへ審理主筆霊童文プ

在車問しますのでこ綴く:rcざさい。
炉調査期間 101'弓正主的から判悶上

旬 〈語調工授〉
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ヰ'Eきは守道室長室の繁務、問機・
休日こ1;<、5喜霊・ 1休とヨ主請書醤E立

軽軽自三鎚 置薄がわかります。(24約襲撃湾総〕

怒ら守68の関lとEヨ治会〈湾内主主

主主〉長さん宅へこご総務〈ださい。

く社会?嘉校長時総会問84-153号〉

=mランティヌコの会-
...~定例会 10Fl5日午前仙寺奇から
午梯11防総花おffil'呈セン子子 炉鋭

機税務仕活動守口司16Eヨb憲章機器援護審

f主主奪動10月23己 誌務総{午主義詩吟、

野毒液薬品食の奉昂剣も行っていま

...最良燥機おんくのWl主主ら畏泌

が受付 10河 1Eヨから13EJo本書室 工の討議の霊訪燃がありましたo ... E自

己滋30分tJ'ec午後ら偽(士縫日!主 合事費ださんく下ヶ15)なら録警警護泳三
正午苦で)1忍守広務総防庁惨さ住吉東へ護 主主主義o襲警擦がありました。
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